
生募集を停止することとなった。志願者および在籍学生の数が減り続け，私も微力ながら何か盛り返せ

ないかと考えていた矢先のことであった。反応がない場合でも、どうにかうまく教えられないだろうか

という問題に対する答えに出会わないまま、まったく何もしないうちに，あるいは，できないうちに法

科大学院が終焉を迎えることになってしまった。 

 在学生および卒業生の勉学環境が不利にならないように，少なくとも維持しなければならないという

のは，我々大学の当たり前の責務であるが，これが学生にとって，やる気を喚起しうる明るいニュース

であるわけがない。直接口にはしないまでも、学生の間に，相当程度の動揺があったと見るべきであろ

う。その間で，とくに記憶に残っているのは，「冷房設定温度での大喧嘩」事件である。夏季の酷暑の中，

冷房は必需品であるが，快適な設定温度には個人差が当然あり，その設定温度をある学生が勝手に変え

たということを発端にして，授業中に，突発的に学生 2 名の間で言い争いが始まった。授業終了後にこ

の事件は教務課に知られるところとなり、そこから当然に，この問題は教授会でも報告されることとな

り，「え，これは私のせいなのか」と腑に落ちない感情をもちながらも，一種の学級崩壊を起こしたわけ

であるから，謝罪を申し上げた。やはり、学生にとっては勉強に集中するのが困難な状況だったのだろ

うか。そのほかにも、いくつか同様のモメゴトは起こっていた。そのようなこともあり，当時、法科大学

院には，他の教員が担当する授業を閲覧する制度があったが，私の授業は，すっかり他の教員の心配の

タネとなってしまったのであろう，閲覧者が絶えない授業となった。これでは，法科大学院の力になる

どころか，心配をかけることいなってしまった。 

 以上のような閉鎖の前後に伴う混乱は，募集停止を迎えたどこの法科大学院でも起こったことなのか

もしれない。しかし，私の場合であれば「刑法」という科目だけを好きなだけ教えること以前に，法科大

学院での勉強，司法試験その他の不安を抱える学生への向き合い方という，これまで問題ともしてこな

かった事態に直面することとなった。それでも，毎年，顔と名前が一致する合格者が出ること，あるい

は，そうでなくとも合格者が出ることは，本当に喜ばしいことである。私個人は，結局，何もできなかっ

たに等しいのだが，青山学院大学法科大学院が，この世に存在したことの証として，合格した卒業生は

法曹の道で花開いて欲しいと願い，また合格できなかった卒業生も，ここでの就学経験を糧に前に進ん

で行ってほしいと願っている。 
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私は，2014 年に青山学院大学法科大学院に着任し，2019 年度まで研究者教員として法科大学

院の教育に携わった。海岸からの近さは日本一二といわれる地方国立大学から移り，「日本一」

とうたわれる青山学院大学のキャンパスと設備に目を見張ったものである。その間，担当した科

目は，「憲法（人権）」「憲法（統治）」，「憲法演習」，「憲法訴訟論」などである。本来研究者的な

ロースクルール生を養成するための「リサーチ・ペーパー」も担当したが，残念ながら私の担当

期間には受講者は現れなかった。 

 研究者教員には，研究者としての働きのほか，教育面での働き，学内行政面での働きが求めら

れる。前任の法科大学院も含めて，私が法科大学院に関わった期間の前半は，最高裁判所の憲法

判断の比較的な活性化と様々な教育教材が開発，出版され，多様な法学教育法の議論も高まって

いった時期であった。法科大学院発足直後の手探りの時期と比べ格段に教育技術，教材が充実し

ていった時期と重なっていたこともあり，学生諸君と授業を運営し，教えていることは面白かっ

た。「不幸にして」在学生の数が減少して，発足当時の教育の超多忙は避けられ，おちついて教

育活動ができるようになった時期であったことは幸いした。学部で研究教育をしていれば，気が

付かない学生の疑問や躓きは，実は研究者にとっても重大なテーマ，ヒントとなった。ドイツ憲

法を中心とした私の考え方にも有益な知見を得ることができたことは研究者としての収穫であ

った。 

 学内行政面では，私が前任校に引き続き青山学院大学法科大学院教育に関わった時期は，最初

の修了生が新司法試験を受験し，法科大学院発足当時の熱気から現実の厳しさに目が向く時期で

あった。青山学院大学法科大学院は法科大学院の本来のねらいに忠実な法科大学院であった。し

かし，法科大学院制度が逆風にさらされ，青山学院大学法科大学院も学生募集停止，2022年 3月

末をもって廃止となる要因はどこにあったのか，それを分析する余裕は今はない。しかし，私が

在職中の山﨑敏彦研究科長，後藤昭研究科長を中心とする様々な改革や試みの柔軟な発想には目

を見張るものがあった。教務主任，一教員として関わられたことは今となれば貴重な思い出であ

る。 

 憲法の分野では，青山学院大学法科大学院に限らず，法科大学院修了生から人権感覚に優れた

実務家が排出されつつあるように思われる。たとえば，（本学の修了ではないが）GPS 監視訴訟，

風営法ダンス営業規制，タトゥー彫師医師法違反事件で中心的な弁護を行った亀石倫子弁護士な

ど，法科大学院教育の成果が発揮されているように思われる（編集担当として私がかかわった講

演記録，亀石倫子「刑事弁護が社会を変える」青山法務研究論集 15号 89頁（2018年））。法科大
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学院が蒔いた種からの収穫はこれからである。 

 法科大学院は一瞬の光芒を放ち現在は静かに忘れられようとしているようにも見える。制度設

計からかかわった大学人もすでに引退しつつある。その短い歴史を後世に残すことは，必要であ

ろう。 

COVID-19第 6波中のレポート試験採点を終えた日に 
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